
船舶事故調査報告書 

平成３０年５月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 ウェイクボーダー負傷 

発生日時 平成２９年８月１１日 １６時１７分ごろ 

発生場所 広島県竹原市太郎ヶ鼻西方沖（民間会社所有の桟橋付近） 

碇
いかり

島灯標から真方位３１５°７００ｍ付近 

（概位 北緯３４°１８.２′ 東経１３２°５２.２′） 

事故の概要 プレジャーボート 葵
あおい

は、出航中、また、プレジャーボートBOON
ブ ー ン

は、漂泊してウェイクボーダーのけん
．．

引準備作業中、葵がウェイクボ

ーダーに接触し、ウェイクボーダーが負傷した。 

事故調査の経過 平成２９年１２月２２日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート 葵、７.３トン 

２９２－４８２１０広島、株式会社 Savvy 

Ｂ プレジャーボート BOON、１.２トン 

   ２７０－４６６４４広島、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

船長Ｂ、二級小型・特殊・特定 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（ウェイクボーダー） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風速 約５.６m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、船長Ａが経営する会社の従業員

等５人を乗せ、釣りの目的で、広島県呉市情
なさけ

島西方沖の釣り場に向

け、‘民間会社所有の桟橋’（以下「本件桟橋」という。）を出航した

直後、右舷前方にいたＢ船の乗船者から「危ない」という声が聞こえ

たので、停船した。 

Ａ船は、船長Ａがウェイクボーダーを視認したのち、Ｂ船の乗船者

から大丈夫という意味合いの合図を受けたと思い、航行を再開した。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、ウェイクボーダーをけん
．．

引して

本件桟橋付近を遊走中、ウェイクボーダーが転倒したので、本件桟橋

付近で漂泊してけん
．．

引の準備作業をしていた。 

ウェイクボーダーは、ウェイクボードに両足を装着し、けん
．．

引索の

取っ手を手で持って待機中、平成２９年８月１１日１６時１７分ごろ

Ａ船の船体が両大腿部に接触し、両大腿打撲傷を負った。 

船長Ａは、１２日連絡を受けて初めてウェイクボーダーに接触した

ことを知った。 



 

船長Ａは、これまでに本件桟橋付近で遊走する船舶を見たことがな

かった。 

船長Ａは、本件桟橋を出航する際、Ａ船の船首部に移動して周囲の

状況を確認していれば、ウェイクボーダーに気が付いていたと本事故

後に思った。 

ウェイクボーダーは、長袖のパーカーと短パンの服装で、救命胴衣

を着用していた。 

分析 Ａ船は、本件桟橋を出航する際、船長Ａが、Ａ船の船首部付近の海

上の安全確認を行っていなかったことから、船首部付近にいたウェイ

クボーダーに気付かずに航行を開始し、Ａ船の船体がウェイクボーダ

ーに接触し、ウェイクボーダーが負傷したものと考えられる。 

Ｂ船は、本件桟橋付近でウェイクボーダーのけん
．．

引を行っていたこ

とから、ウェイクボーダーが転倒した際、本件桟橋付近で漂泊してウ

ェイクボーダーのけん
．．

引準備作業を行うこととなり、本件桟橋を出航

したＡ船の船体がウェイクボーダーに接触し、ウェイクボーダーが負

傷したものと考えられるが、船長Ｂから情報が十分に得られなかった

ため、本件桟橋付近でウェイクボーダーのけん
．．

引を行うに至った状況

を明らかにすることはできなかった。 

原因 本事故は、本件桟橋付近において、Ａ船が本件桟橋を出航する際、

船長Ａが、Ａ船の船首部付近の海上の安全を確認していなかったた

め、船首部付近にいたウェイクボーダーに気付かずに航行を開始し、

また、Ｂ船が、本件桟橋付近でウェイクボーダーのけん
．．

引を行ってい

たため、ウェイクボーダーが転倒した際、本件桟橋付近で漂泊してウ

ェイクボーダーのけん
．．

引準備作業を行うこととなり、Ａ船の船体がウ

ェイクボーダーに接触したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・桟橋を出航する際は、船首部をはじめ甲板上を移動するなどして

海上の安全確認を行うこと。 

・ウェイクボーダー等のけん
．．

引を行う場合、桟橋付近を避け、安全

な海域で行うことが望ましい。 


